
別紙３（様式１）（第４，第６関係） 
 

 
 

自家増殖利用届 
 

私は、種苗法に基づき種苗の育成者（宮城県）が持つ育成者権について、通常利用権に係る自家増殖の許諾を申請

するに当たり、本書記載の遵守事項及び確認事項を遵守することに同意の上、自己の農業経営の種苗として利用した

いので、その旨届出ます。 
  

【遵守事項】 
 

１ 自家増殖に当たっては、宮城県の許諾を得て、本県登録出願品種である「みやぎ LD２号」（以下、「当該出願品種」）の種苗を「生産・

販売している種苗業者や生産者団体等(以下､｢利用許諾権者｣）｣を通じて正当に入手した種苗を利用します｡ 

２ 当該出願品種の種苗（種菌）により生産した種苗（菌床）（以下、「増殖した種苗」）には、有償・無償に関わらず第三者に譲渡しませ

ん。 

３ 利用許諾権者から入手した当該出願品種の種苗を利用して自家増殖を行う場合、許諾期間は本書記載の「届出日」から３年間の実施

とします。また、当該出願品種の種苗及び増殖した種苗は宮城県内のみの利用に限ります。なお、生産性の低下や雑菌汚染となる恐れ

がないよう、地域で指導されている当該出願品種の栽培方法に基づいた適切な栽培を行います。 

４ 自家増殖に当たっては、当該出願品種の性能保証が認められる生産施設における利用のみに限ります。また、利用許諾権者から入手

した種苗（種菌）により直接種苗（菌床）を生産して、きのこ生産を行う場合に限り、利用します。 

５ 当該出願品種の種苗を海外に持ち出しません。 

６ 自己の農業経営の種苗として用いなかった余剰種苗は、遅滞なく廃棄します。 

７ 第三者から自己の農業経営の種苗として用いなかった余剰種苗を譲り受けたい、又は譲渡したい旨の申し出があった場合は、その旨 

を宮城県に報告します。 

８ 増殖した種苗によって当該出願品種の特性が損なわれる等の問題が発生した場合には、遅滞なく当該種苗を破棄します。 

９ 経営権が私から第三者に移動した場合、本届出は無効とし、改めて届け出を行います｡ 

１０ 虚偽の届出を行ったとき、及び本遵守事項について重大な違反を犯した場合、その他本許諾を継続し難い重大な事由が発生した場

合、宮城県が本届出を無効とすることに従います。 

なお、本届出が無効とされたことに伴い損害が生じたとしても、宮城県が一切の損害賠償義務を負わないことに承諾します。 

１１ 本届出に関連する書類や生産施設について、必要に応じて宮城県が調査することを認め、協力します。 

１２ 提供した個人情報は、宮城県が届出内容や自家増殖の実施状況等を確認するために利用し、また届出内容や実施状況等に疑義が発 

 生した場合、疑義の調査に必要な範囲で、宮城県から警察等の関係行政機関、産地の農業団体及び農産物知的財産権保護ネットワーク 

などに提供することについて従います。 

１３ 私は、次の（１）及び（２）のいずれにも該当せず、将来おいても該当しないことを確約します。 

（１）自家増殖の許諾対象者として不適当な者 

イ 暴力団（暴力団排除条例（平成２２年宮城県条例第６７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員

等（同条例第２条第４号に規定する暴力団員等をいう。以下同じ。）であるとき。 

ロ 事業者の役員等（個人である場合はその者、法人その他の団体である場合は役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこ

れらに準ずる者をいい、相談役，顧問その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、当該団体に対し業務を執行する社員、取

締役、執行役又はこれらに準ずる者と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含む。)をいう。以下同じ。）が自己、自社

若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用するなどしている

とき。 

ハ 事業者の役員等が、暴力団又は暴力団員等に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団

の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき。 

二 事業者の役員等が、暴力団又は暴力団員等であることを知りながらこれを不当に利用するなどしているとき。 

ホ 事業者の役員等が、暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有しているとき。 

（２）自家増殖の許諾対象者として不適当な行為をする者 

イ 暴力的な要求行為を行う者。 

ロ 法的な責任を超えた不当な要求行為を行う者。 

ハ 偽計又は威力を用いて担当する県職員等の業務を妨害する行為を行う者。 

二 その他前各号に準ずる行為を行う者。   
記 

宮城県知事 殿                           年    月    日 

 

同意チェック欄 □ 
    

氏名又は団体名及び代表者氏名（自署）                                  

住所                             電話番号                 

生年月日（団体の場合は代表者の生年月日）                  性別  男  ・  女   
 

・当該出願品種「みやぎ LD２号」の種苗又は当該種苗を用いて得た収穫物等の利用予定年度及び増殖予定数量､生産施設所在地 

 
  ※購入数量＝種菌数量，増殖予定数量＝菌床数量を記載すること。 

利用予定年度 購入数量（本） 増殖予定数量（個） 生産施設所在地（市町村名） 

    

はたけしめじ「みやぎ LD2 号」 
 

（ふりがな                             ） 


